
Japanese Society of Radiological Technology (JSRT)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Radlologloal 　Teohnology 　（JSRT ｝

日本放射 線技術 学会第 56回 総会学術 大 会一般 研 究発 表 後 抄 録
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 一一一 ＿翌1

　　尋聴 　破製脳懃賑瘤に お韓る 鑢 A と3 狸 償 A の規鍛 と韆題点につ い て
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攜 的嵳懃徃期ク 鷹膜下出塵の癨鯛に麟い て、破嚢脳鸚驟癖の 醐憲に は DS．h 蘿 が鑢費されて きた。巍笹当

醗では攣締 CT で ケモ驥下出皰を確認後．誘 ゆ 一CTA 纉欝蠻書テい 。簸 騒孀 A 綾登を紬行 しでい る。この

両検査の翼状 と問黷点につ い て考察 したの で鞭着す愚。

9方灘 DSA 検査 b　 3　b −eWA 験査の藏奢を艦行 した破飆 勲賑戀の 鬪憲の 軈難であっ だ臨旅鯛を騷外髀癒

を中心 に 髭較績齧した。
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1綰果鞏患者は 70 代黌性、急盤クモ 膜下撮蹴の疑い 響鮫繍 送書れ、薩ちに韆繍 CT を施行 し、庄右シル

ビウス製にほぽ均等な高畷蝦域 と窪儺迂醫糟に 瞬ら瀞な趨窪疊の 出搬を認める。《鞠 ．旦｝ しか しなが ら、

競けて擁行した 3D − CTA では当靭疑われた憲　XC−P（：、虚躙 CA に はハ ッ 串りとした勤賺瘤の 霧査は阿定で

きな魁 》た，韓瑠麟 蠶謹後に 艫行した 3P −C 　T 　A 　Ptrk
・
utM　9、擺 野 鞭 部に蔚不露螢簡く點脈痛の聯在 を

認め る IF簍．3》勤醺瘤が繭下方陶きに毒蘓し熊ため、こ こか らの出漁 が講耀の シ 魅 どウス 軆、右鰓鞍土癬を

経由し、浸難劔の シル 馨ウス裂お よび姦儺罎懸霤に獵入 しだ遶の と考えら寵る。麟 ｝−CTA 施行後 DSA

を櫨行 したが、 3 払 CTA 鯵混 晦様t：、右魏 CA に 鸚黥瘤を認める。｛鼬 講 鑾だ t 当饑では手衛職 こ箋際

に アプ ロ ーチする黄膣での PSA 撮彰と．静賺槽の撮影も膂 っ て い る。静賑懸の鑼影は手 衛蹲に シ ル ビウス

裂内の 静鱇走行の騰報を得る為である。鏘嚀辨晃 1鞠 鱒 蠱嵬るとか SA お盞ge3ge−CTA の 藩冤と鋳様、
瀬 2M2 の勇嶝部に數臘瘤の 存盛が確認 で きる。

鰐 劉 3D − GTA 検査は短賻聞および概侵襲で旛 子響 き．鍍製脳覇飜癖の靆定に宥購であっ た。しかし、

慧牲期にお い ては その隱建に 韈難な場合もあ 吟、DSA 纏査 との併購に よっ て 、嬲定輯能な癧側を幾つ か経

験 した。また、DSA 検査では手衛に際 し必婆な構糶 も得 られ稔ので喜鑼であ嵩。急盤期の 破裂脳動謙瘤の 岡

憲に お い ては D艶 検査および 3b − CTA 纔査を榊緇することで、よ吟靉韓髏の 高い翳報が得 られると思わ

れる。窟た、鼓闘轡 イ ドにおいで、常に 贓 tyの高い疆飜を縫盤して い く覊が霓靉 と麿え靄す。
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